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⑪赤べこの絵付け 

（活動時間の目安：1.5 時間） 

概要 赤く塗られた牛の張り子に、筆を使って白と黒のアクリル絵の具で模様

を描く活動プログラムです。 

ねらい 日本の伝統工芸について学び、創造性と独創性を豊かにします。 

条件 対象 幼児～ 人数 10 名以上 

時期 通年 実施判断 ― 

準備物 交流の家・業者（貸出物品） 団体（準備物） 個人（準備物） 

□赤べこ…1,200 円 

□筆、塗料（白と黒） 

□説明資料（指導の手引き） 

□新聞紙 

□特になし □汚れてもいい服装 

引率者の役割 団体責任者 時間管理や全体の状況把握、活動の指導をします。 

グループ 

責任者 

活動中の人数の把握と健康状態の確認をします。 

（学校では担任が一般的） 

救急係 救急セットの携帯と応急手当をします。 

交流の家職員

の役割 

・物品の貸出や回収を行います。 

・引率者に活動の流れと安全面についての説明をします。 

活動の流れ 【施設入所前に引率者が行うこと】 

・実施４０日前までに活動日程表に個数を記入して提出します。 

【活動実施前に引率者が行うこと】 

・事務室で赤べこの個数を確認します。交流の家職員から活動の流れと留

意事項についての説明を聞き、配付資料を受け取ります。 

・新聞紙を活動場所に敷き、アクリル絵の具（白と黒）を絵具入れに出

し、桶に水を入れます。絵の具も桶も２～３人で一緒に使用します。 

【活動】 

・引率者は参加者に作成手順と留意点を説明します。 

・参加者は絵の具で赤べこを塗装します。白色から塗り、塗り終えたら黒

色の絵の具を塗ります。絵の具を白から黒に変える時は桶で筆を洗う

か、一緒に塗装をする人と筆を交換します。絵付けが終わったら１０～

１５分程度その場に置いて乾燥させます。 

【実施後】 

・グループ責任者は貸出物品を回収します。回収した物品は事務室に返

却します。 

・引率者と参加者で実施場所の清掃と机・椅子などを使用前の状態に整

頓します。 

安全管理 

留意事項 

○指導は引率者での実施となります。その際は指導用

資料をお渡しします。 

○作品は当日持ち帰ることができます。 

○活動は 10 名以上の団体に限ります。 


